
環境局

１：⻄ ２：中村
３：熱⽥ ４：荒⼦
５：北江 ６：南陽

  （⺠間事業場  測定委託）
１：堀越 ２：⽮⽥南
３：春岡 ４：千年
５：昭和

浅層地下⽔観測所名称　（ ○ ）
１：志段味 ２：引⼭
３：平和公園 ４：植⽥
５：隼⼈池 ６：⻄
７：鶴舞公園 ８：⽩川公園
９：瑞穂 10：北江
11：助光公園 12：辻栄
13：⽊津根 14：⿊川
15：野並

６：空⾒（平成23年度 中⽌）

【第１期（平成20年度から平成24年度まで）の成果・実績】

【第２期実行計画での事業予定等】

・地域ごとに偏りがないような地下⽔位の観測体制の整備が必要です。
・把握した地下⽔位データの活⽤⽅法について検討します。

○平成20年度  浅層地下⽔観測所 整備 順次⾏     
○深層地下⽔観測所 調査結果等      毎年作成   名古屋市 地盤沈下 状況      
 地盤沈下 観測結果       公表      
○平成24年度末現在 深層地下⽔観測所６ 所 ⺠間委託観測所５ 所 浅層地下⽔観測所15 所  
 ⽔位観測 実施      （空⾒観測所 事業場廃⽌ 伴 平成23年度 観測 中⽌    ）

市内全域で進めていく取り組み

取り組みの主体

第１期の取り組み概要 深層地下⽔観測所12 所及 浅層地下⽔観測所15 所    地下⽔位観測 ⾏     

◎地下⽔位観測体制の充実

深層地下⽔観測所名称　（ □ ）

深層地下⽔観測所名称　（ ☆ ）

【「水の環復活」とのつながり】

＜地下⽔や下⽔再⽣⽔を活⽤したまちづくり＞
地下⽔の活⽤⽅法などを検討するうえで必要な情報を得ることができます。

【事業の説明】

市内 地下⽔ 状況 把握      地下⽔位観測⽤ 井⼾ 設置  地下⽔位 測定      

地下⽔位を測定することで、その周辺での⾬⽔浸透の⼤まかな状況を把握することができます。
＜⾬⽔ 浸透 貯留 増  ＞
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環境局

設備

対象

設置

規制

その他

【第１期（平成20年度から平成24年度まで）の成果・実績】

【第２期実行計画での事業予定等】

適切 地下⽔管理（地盤沈下 状況 地下⽔採取量 市内広域  地下⽔位 把握  得      等    
地盤沈下   障害 起    範囲  持続可能 地下⽔利⽤  ） 図       

○平成21年度 揚⽔規制検討会 ２回開催     
   ⼩⼝径井⼾ 規制及 環境⽤⽔  利⽤ 可能性等    検討 ⾏     
○平成22年５⽉ 第11回名古屋市環境審議会 対    揚⽔規制   ⽅     諮問       
   以後 揚⽔規制部会（全５回開催）     調査審議 ⾏     
○平成23年９⽉ 第13回名古屋市環境審議会   今後 揚⽔規制   ⽅      答申       
○平成23年12⽉ 環境保全条例 ⼀部 改正  条例 公布     （平成24年４⽉施⾏）
  井⼾設備   地下⽔ 採取  者 対   揚⽔量 地下⽔位 測定及 報告 義務化     

揚⽔設備 井⼾設備

吐出⼝断⾯積が６cm2を超える設備 吐出⼝断⾯積が６cm2以下の設備
市⻑ 許可 必要 市⻑ 届出 必要
ストレーナー位置：地表⾯下10ｍ以浅
吐出⼝断⾯積：19cm2以下
   能⼒：2.2kW以下
1⽇    採取量：350ｍ3以下

※環境保全条例  規制 概要

規定無し

地下⽔採取量 地下⽔位測定結果 
報告義務

地下⽔採取量 地下⽔位測定結果 
報告義務（平成24年4⽉  施⾏）

【「水の環復活」とのつながり】

＜地下⽔や下⽔再⽣⽔を活⽤したまちづくり＞
地下⽔をくみ上げて、河川の⽔源等としての有効な活⽤を⽬指します。
また、災害⽤途や環境⽤途に地下⽔を活⽤できるようにします。

【事業の説明】

（⽬的）
 昭和49年  地盤沈下 防⽌ ⽬的 地下⽔ 揚⽔規制 ⾏     規制   現在  渇⽔   異常気象
時 除  地盤沈下   沈静化      
 規制開始  約40年経過     最近   規制対象外井⼾（井⼾設備） 増加  地下⽔ 環境⽤途  
活⽤など、新たな課題が出てきています。
     揚⽔規制 今後   ⽅     最新 動向及 新  知⾒    検討 ⾏     

（主な検討内容）
　　・今後の揚⽔規制のあり⽅と地下⽔観測体制の整備
   地下⽔      対応 規制対象外井⼾ 規制
　　・環境⽤⽔への地下⽔の活⽤

市内全域で進めていく取り組み

取り組みの主体

第１期の取り組み概要 井⼾設備   揚⽔量 報告 義務化     環境保全条例 ⼀部 改正     

◎揚⽔規制の今後のあり⽅の検討
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環境局 緑政⼟⽊局 上下⽔道局

　

市内全域で進めていく取り組み

取り組みの主体

　◎浸透適地マップの作成・活⽤

＜⾬⽔ 浸透 貯留 増  ＞
⾬⽔浸透施設の設置に適した地域についての情報を提供し、⾬⽔の地中への浸透を効果的に促進させます。

第１期の取り組み概要 浸透適地    作成  環境  等      ＰＲ ⾏     

 浸透    ⾬⽔浸透施設 設置  ⼟地 特性    適不適 差          ⾬⽔浸透 貯留 取 組
     ⼈  ⾬⽔浸透     透⽔性舗装   ⾬⽔貯留       ⼟地特性 合   選択      情報
 整理    浸透適地     作成     
 浸透適地    活⽤   ⾬⽔流出 抑制 実施  浸⽔対策 役⽴    地下⽔ 湧⽔ 保全       
ます。

【「水の環復活」とのつながり】

＜⽔ 環復活 役⽴ 取 組  学 場   ＞
    等 ⾬⽔浸透 ＰＲ ⾏     

【事業の説明】

浸透適地マップを活⽤した事業の実施について検討を始める必要があります。

【第２期実行計画での事業予定等】

【第１期（平成20年度から平成24年度まで）の成果・実績】

名古屋市公式ウェブサイト　URL : http://www.city.nagoya.jp/kankyo/page/0000016733.html
平成21年度 浸透適地    作成  環境     等    浸透適地    PR ⾏     
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上下⽔道局

１．⽔のライブラリー

２．上下⽔道ロハス

３．⽔の学校
 市⺠       ⽔    学  ⽔    考      機会     ⽔ 学校  開催      ⽔ 特性 特
徴 ⽔     来    帰       環境 優  ⽔ 利⽤⽅法   ⽔ 知    ⼀⾯       紹介   
     ⽔循環 守 取 組   理解 深             

URL：http://www.water.city.nagoya.jp/intro/library/

市内全域で進めていく取り組み

取り組みの主体

第１期の取り組み概要 ⽔環境 関  知識 国際的 ⽔事情 情報等          情報発信      

　◎⽔のライブラリー、上下⽔道ロハス、⽔の学校の充実

【「水の環復活」とのつながり】

＜⽔ 環復活 役⽴ 取 組  学 場   ＞
⽔環境 関  知識 国際的 ⽔事情     学 機会 設    

【事業の説明】

市⺠ ⽔    健   環境             実践          ⽔ 環復活 ⽬指    

名古屋市上下⽔道構想に掲げる事業⽅針のうち、主
に「事業⽅針６ パートナーシップで⽔の世紀をつくりま
す」の具体的取り組みの⼀環として、⽔環境に関する知
識、本市と関わりの深い⽊曽川⽔系に関する情報や、
国際協⼒・諸外国の⽔事情に関する情報などを収集・
ホームページにより広く情報発信を⾏うことにより、⽔の総
合的管理および国際的⽔問題の解決への理解を得ると
ともに、より良いパートナーシップの形成に役⽴てることを
⽬的としています｡

　上下⽔道事業は、安全でおいしい⽔道⽔の供給、河川の⽔質保全や浸⽔の防除など、みなさまの暮らしを⽀える重要
な役割を担っています。
　こうした役割をみなさまにＰＲするとともに、健康で環境にもやさしい、⽔とのふれあいを「上下⽔道ロハス」と呼んで、⽔に
かかる健やかで美しいライフスタイルを提案しています。「上下⽔道ロハス」はこうしたライフスタイルの提案により、お客さまと
連携 協働    流域全体 適正 ⽔循環 実現 向 取 組      

（裏⾯ 続 ）
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１．⽔のライブラリー

２．上下⽔道ロハス

３．⽔の学校

【第２期実行計画での事業予定等】

 平成20年度 ⼀般市⺠ 20名
　　 第１回　⾃然からもらった⽔でおいしい⽔を作る　第２回　⽔をきれいにして⾃然にかえそう
　　 第３回　上下⽔道事業の環境へのかかわり
 平成21年度 ⼀般市⺠ 16名
   第１回     ⽔ 源 ⽔源林  知   第２回 ⾃然      ⽔     ⽔    
   第３回 ⽔       ⾃然 返  第４回 環境     ⽔ 使 ⽅ 国際協⼒
　　 第５回　上下⽔道の環境への取り組み
 平成22年度 ⼀般市⺠ 15名
   第１回     ⽔ 源 ⽔源林  知   第２回     ⽔    
　　 第３回　使った⽔をきれいにして⾃然に返す　　第４回　くらしの中の上下⽔道
　　 第５回　上下⽔道局の未来への取組み

※ ⽔ 学校  平成22年度 終了     

⽔        掲載内容 随時更新       

平成21年度            ⼀定       掲載 終了     
平成22年度以後  掲載内容 更新 中⼼ 維持管理 ⾏      
※平成26年３⽉ 掲載内容 更新  予定   

 名古屋⽂理⼤学短期⼤学部   協⼒ 得 油 使⽤ 少  健康  環境             
　開発しました。
        当局    （   ⽔     ⽔処理    公開）     等 使⽤  紹介     
・上下⽔道ロハスやロハスレシピについて当局ホームページにて紹介しています。
　　　上下⽔道局ホームページ（URL：http://www.water.city.nagoya.jp/intro/lohas/）

【第１期（平成20年度から平成24年度まで）の成果・実績】
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各局

【第２期実行計画での事業予定等】

各種    等 機会     市⺠ 事業者      ⾬⽔流出抑制 普及啓発 実施       

環境デーなごや

 全庁組織    名古屋市⾬⽔流出抑制推進会議 （庶務：上下⽔道局） 構成  各局     
     中⼼ 市⺠ 事業者       ⾬⽔流出抑制 PR 協⼒要請 継続     

【第１期（平成20年度から平成24年度まで）の成果・実績】

【「水の環復活」とのつながり】

＜⽔ 環復活 役⽴ 取 組  学 場   ＞
各種     ⽔循環 関  ＰＲ 進      市⺠       理解 深    

【事業の説明】

 参考１  名古屋市防災条例第25条第2項
 市  市⺠及 事業者 対  ⾬⽔ 流出 抑制 
関  啓発及 知識 普及 努          

 参考２  名古屋市⾬⽔流出抑制実施要綱第4条
 市  ⺠間施設等    ⾬⽔流出抑制実施 推
進 図    ⺠間事業者 対    普及啓発 努
めるものとする。

 本市   名古屋市防災条例 名古屋市⾬⽔流出抑制実施要綱 基   市⺠及 事業者 対  ⾬⽔ 流
出の抑制に関する普及啓発に努めています。
 普及啓発 取 組      市 主催      等 機会     市⺠      ⾬⽔流出抑制 PR 貯留
浸透施設設置 協⼒要請 ⾏      
    建築業界 排⽔設備業界   施設 設計 ⼯事 ⾏ 事業者 対   ⾬⽔流出抑制 PR 貯留浸透施
設設置 協⼒要請 ⾏        結果 主 500㎡以上 開発⾏為 該当  施設    協⼒      
います。

市内全域で進めていく取り組み

取り組みの主体

第１期の取り組み概要

◎    等    ⾬⽔浸透貯留 PR

各種     中⼼ 市⺠及 事業者      対  ⾬⽔流出抑制 ＰＲ 協⼒要
請を継続しました。
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環境局 上下⽔道局 各局 市⺠ 事業者

実施期間

打ち⽔⼤作戦の
ルール

打ち⽔への⽀援

⼤作戦本部URL

平成20年度
平成21年度
平成22年度
平成23年度
平成24年度

【第１期（平成20年度から平成24年度まで）の成果・実績】

【第２期実行計画での事業予定等】

引 続  広⼩路夏   等          打 ⽔道具 貸 出 等 ⾏    

 平成18年   NPO法⼈        中⼼    活動       
 活動 輪     広      地域 盆踊 会場 商店街    実施           初年度  実施 
    広⼩路夏       名古屋打 ⽔⼤作戦 1000⼈規模 実施      打 ⽔ 名古屋 夏 ⾵物
詩として定着しつつあります。

○名古屋市内での打ち⽔イベント実績
29会場　約2,300名参加
22会場　約3,700名参加
15会場　約4,400名参加
20会場　約3,500名参加
13会場　約2,600名参加

【「水の環復活」とのつながり】

打ち⽔をしながら、⽔の環境問題に関⼼を持つ機会を設けます。
⾵呂 残 湯   有効 活⽤     家庭  ⼿軽 取 組         

＜市⺠ 事業者 ⾏政 協⼒ 合         実践  ⼈   ＞

【事業の説明】

イベントの開催、地域のお祭り等で打ち⽔の実施の際には、道具の貸出や下⽔再⽣⽔の
提供 ⾏    
　　・打ち⽔道具の貸出：環境局地域環境対策課
   下⽔再⽣⽔ 提供：上下⽔道局施設管理課

http://www.uchimizu8.net/index.htm

名古屋の夏を涼しく過ごし、ヒートアイランドや⽔の⼤
切  考          名古屋打 ⽔⼤作戦  
実施しています。

⼤暑（7⽉22⽇前後） 処暑（8⽉22⽇前後） 中⼼ 展開

⽔道⽔ 限   資源！ ⾵呂 残 湯 ⾬⽔ 下⽔再⽣⽔ 使    
  ※下⽔再⽣⽔   下⽔ 通常 処理 加  ⾼度 処理      ⽔   
　　　　　（ただし飲めません！）。

名古屋打ち⽔⼤作戦
実⾏委員会

・⼀般社団法⼈中部経済連合会
・名古屋商⼯会議所
・ライオンズクラブ国際協会 334-Ａ地区 1R

 打 ⽔名古屋実⾏委員会
 国⼟交通省中部地⽅整備局
・NPO法⼈環境ビオネット

事務局：NPO法⼈　みずしるべ

市内全域で進めていく取り組み

取り組みの主体

第１期の取り組み概要 広⼩路夏    中⼼ 打 ⽔     継続実施     

◎名古屋打ち⽔⼤作戦の実施

7



健康福祉局

１．ホタル観察会
実施のねらい　：

実施内容　：

実施のねらい　：
実施内容　：

平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度
ホタル観察会 2,331 実施せず 832 548 372
ホタル教室 19組49名 17組53名 22組52名 16組49名 実施せず

平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度
のべ実施回数（回） 319 339 368 378 351

（内訳）幼稚園・保育園 163 160 155 155 158
⼩学校 135 149 186 199 169
その他 21 30 27 24 24

のべ参加⼈数（⼈） 34,951 33,163 36,846 38,291 36,463

※平成24年度 事業 終了     

⾛る昆⾍教室「ファーブル号」

ホタル観察会・ホタル教室　　来場者数

①名古屋市内 採集  昆⾍ 昆⾍標本 展⽰⾒学
②⽣きた⾍に触れてみる
③昆⾍に関するお話
④（希望に応じて）校庭での⾍探しや公園での昆⾍採集

【第２期実行計画での事業予定等】

【「水の環復活」とのつながり】

＜⽣き物とのふれあい、⽣物多様性の保全に配慮したまちづくり＞

⽣活衛⽣センターや幼保育園、⼩学校等でのイベントの⼀環として実施しました。
【事業の説明】

【第１期（平成20年度から平成24年度まで）の成果・実績】

＜⽔ 環復活 役⽴ 取 組  学 場   ＞

　昆⾍を通して⾝近な地域環境に⽬を向けるための啓発事業の⼀環として、“ホタル観察会”・“ホタル教室”、
“⾛る昆⾍教室「ファーブル号」”を実施しました。

２．⾛る昆⾍教室「ファーブル号」
⾝近に⽣息する昆⾍と、それらを育む環境に興味関⼼を持つこと

ホタルをきっかけとして、⽔辺で⽣息する昆⾍とそれらを育む⽔辺環境に
興味関⼼を持つこと
①⽣活衛⽣センター庁舎屋上に設置したビオトープでホタルが⾶びかう姿を観察する
②ホタルに関するパネル、ホタルを始めとする⽔辺で⽣息する昆⾍の展⽰
③（   観察会）           上映 紙芝居（        協⼒）
④（ホタル教室）ホタルに関するお話とクイズ⼤会

⽔辺に住む昆⾍や⽔辺環境について興味関⼼を持つとともに、⽣物多様性を保全していきます。

市内全域で進めていく取り組み

取り組みの主体

第１期の取り組み概要 ホタル観察会やファーブル号による昆⾍教室を実施しました。

◎「ホタル観察会」、「⾛る昆⾍教室“ファーブル号”」の実施
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上下⽔道局

平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度
24校 85校 78校 82校 96校
5校 ９校 ６校 ６校 ８校

【「水の環復活」とのつながり】

＜⽔ 環復活 役⽴ 取 組  学 場   ＞
⽔環境における⽔道・下⽔道のはたらきや、⽔循環に関する内容を学ぶ機会を設けます。

【事業の説明】

市内全域で進めていく取り組み

取り組みの主体

第１期の取り組み概要 上下⽔道訪問授業、⽔の学習会を実施しました。

◎学校等において、⽔循環に関する講座を実施

○上下⽔道訪問授業
　⽣活に⽋かせない⽔道のしくみ、下⽔道の役割など⽔環境における⽔道・下⽔道のはたらきや⾃然環境と⽔循環のか
       学         ⼩学4年⽣ 社会科 時間 職員 講師役    直接⼩学校 伺  実験  
   体験型 授業 ⾏  上下⽔道訪問授業  実施       

○⽔の学習会
次代 担 ⼦     上下⽔道 対   興味 理解 促    職員 講師役    直接⼩学校 伺  ⽔ 
循環       講義     ⾳聴棒 利⽤  ⽔ 流  ⾳ 聞 体験 給⽔   ⾞   応急給⽔体験 地
下式給⽔栓 仮設    ⾒学   上下⽔道 技術的 知識 技能 体験      ⽔ 学習会  実施   
のです。

【第１期（平成20年度から平成24年度まで）の成果・実績】

【第２期実行計画での事業予定等】

○上下⽔道訪問授業
　継続して実施していく⽅針ですが、より効果的な実施⽅法について検討していきます。

○⽔の学習会
 平成27年度    年間８校 ⽬標  ⽔ 学習会  実施    

希望    市⽴⼩学校 対    上下⽔道訪問授業   ⽔ 学習会  実施     

上下⽔道訪問授業
⽔の学習会
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上下⽔道局

 分流式下⽔道区域   ⾬⽔ 汚⽔ 確実 分離       敷地内 排⽔設備 整備      必要  
        排⽔設備 ⼯事完了後 誤接合      現地確認 ⾏      

【第１期（平成20年度から平成24年度まで）の成果・実績】

◎下⽔道  油流出防⽌      

排⽔設備⼯事 ⾏    指定排⽔設備⼯事店 対   下⽔道 
 油 流出防⽌ 単体       使⽤⾃粛    周知     

◎管⼯機材・設備総合展、建築総合展、排⽔設備現場検査時等

◎指定⼯事店技術講習会

第１期の取り組み概要 様々な機会を捉えて、⽔環境に負荷をかけない下⽔道の使い⽅についてPRしました。

市内全域で進めていく取り組み

取り組みの主体

◎下⽔道の使い⽅に関する啓発

【第２期実行計画での事業予定等】

◎局公式ウェブサイト

飲⾷店 ⽅ 対   下⽔道  油 流出 防⽌     油阻集器
（        ） 設置及 適正管理 指導     

適切 下⽔道 使 ⽅          局公式      等    ＰＲ 指定排⽔設備⼯事店 飲⾷店  
指導、排⽔設備の現地確認など、機会を捉えて多⽅⾯からの取り組みを推進します。

【「水の環復活」とのつながり】

＜⽔ 環復活 役⽴ 取 組  学 場   ＞
油 固形物 直接下⽔道 流      ＰＲ      下⽔処理⽔等   河川  汚濁負荷軽減      
きます。

【事業の説明】

 上下⽔道局   円滑 下⽔処理 下⽔道施設 保護等 ⽬的    下⽔道 流     制限       
  制限 確実 守          様々 啓発 ⾏      

        （⽣  粉砕機） 使⽤       願          変更  単体       使⽤ 認 
     明記     併   当局 機種承認          排⽔処理    （処理機能 有  下⽔処
理  負荷 増⼤          ） ⼀覧表 掲載     

 下⽔道 油 流     ＰＲ    配布     配布 際  ⼀
部 保健所  連携 ⾏     

油 流出防⽌ 関  ＰＲ活動
 ⾷⽤油   直接下⽔道 流   下⽔管 排⽔管 詰   原因         下⽔処理 ⼤  負荷  
   河川  放流⽔質 悪化     恐           厨房施設   飲⾷店 対   排⽔中  油
 分離除去  油阻集器（        ） 設置 指導         広 ⼀般  客  等 対   ⾷⽤
油   直接下⽔道 流     呼        

単体ディスポーザ使⽤⾃粛を呼びかけるＰＲ活動
 単体      （⽣   砕  直接下⽔道 流 込 機械）  下⽔管 排⽔管 詰   原因      
   下⽔処理 ⼤  負荷     河川  放流⽔質 悪化     恐            客   対 
て単体ディスポーザの使⽤⾃粛を呼びかけています。

排⽔設備の現地確認

 下⽔道 油 流     ＰＲ   
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各局

【「水の環復活」とのつながり】

＜⾬⽔ 貯留 浸透 増  ＞
⾬⽔ 河川等 直接流出  量 抑制     要綱 作成  ⾬⽔貯留施設   ⾬⽔浸透施設 設置    
  ⽔循環機能 回復    

【事業の説明】

【第１期（平成20年度から平成24年度まで）の成果・実績】

 本市   名古屋市⾬⽔流出抑制推進会議（庶務：上下⽔道局） 置  全庁的 ⾬⽔流出抑制 取 組 
でいます。
 本市施設      名古屋市防災条例 名古屋市⾬⽔流出抑制実施要綱 基   施設 敷地内 ⾬⽔ 貯
留浸透施設 設置        ⾬⽔流出抑制 ⾏      

①名古屋市防災条例第25条第1項
 市  ⾃  設置  ⼜ 管理  施設 敷地内  ⾬⽔ 流出 抑制     施設 設置        
②名古屋市⾬⽔流出抑制実施要綱第3条第1項
 本市施設      当該施設 敷地内 貯留施設⼜ 浸透施設 設        ⾬⽔流出抑制 ⾏       

          （稲葉地 瑞穂 笠寺  ） 透⽔性舗装、透⽔性ブロック舗装など

⾬⽔流出抑制実施要綱 基   施設 敷地内 ⾬⽔ 貯留浸透施設 設置        ⾬⽔流出抑制 ⾏ 
ます。

【第２期実行計画での事業予定等】

施設の種類・名称 実施  ⾬⽔浸透 貯留 内容

公営住宅 ⾬⽔浸透ます、⾬⽔浸透トレンチ、透⽔性舗装など

上下⽔道施設（柴⽥⽔処理     千種営業所  ） 透⽔性舗装 道路浸透    

名古屋市科学館 地下貯留槽  

○本市施設  ⾬⽔ 貯留浸透施設 対策実績 累計
   整備  施設   ⾬⽔貯留浸透量 合計
     平成20年度：約2,170,000ｍ3

     平成21年度：約2,210,000ｍ3

     平成22年度：約2,270,000ｍ3

     平成23年度：約2,310,000ｍ3

     平成24年度：約2,360,000ｍ3

○整備 実施  主 本市施設  貯留浸透施設 整備 概要

学校（⼭⽥⾼校、植⽥東⼩学校、児⽟⼩学校）

市内全域で進めていく取り組み

取り組みの主体

第１期の取り組み概要
本市施設 敷地内 ⾬⽔貯留浸透施設 設      ⾬⽔流出抑制 必要 対策 継
続して実施しました。

◎名古屋市防災条例 名古屋市⾬⽔流出抑制実施要綱 基   市 施設    流出抑制

公園（吹上公園、平和公園、猪⾼緑地など） ・透⽔性舗装、⾬⽔浸透ますなど
 公園貯留（⼾⽥川緑地等12 所 公園 実施）

⻄区役所 透⽔性舗装 地下貯留槽  

校庭貯留  

環境事業所（中、中川、名東、天⽩など） ⾬⽔タンク

道路 歩道 ⾬⽔浸透ます、透⽔性舗装

消防署（昭和、瑞穂、中川、港など） ⾬⽔タンク
保育園（味鋺 ⼟古 九番 ⽩⾦  ） ⾬⽔タンク
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健康福祉局 環境局 市⺠ 事業者

平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

指定事業場数 111 107 100 97 97

平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度
指定施設数 529 519 508 623 611

衛⽣指導等の件数 172 195 146 316 184
⽔質検査件数 167 181 145 277 172

◎災害応急⽤協⼒井⼾ 指定状況 推移

【第２期実行計画での事業予定等】

公表の⽅法

（事業所名、住所も掲載）

対象

【第１期（平成20年度から平成24年度まで）の成果・実績】

◎災害応急⽤井⼾ 指定事業場 推移

平成24年度 災害応急⽤井⼾要領 改訂 ⾏      指定時 義務    ⽔質検査基準
 遵守 指定要件  外  現場調査 簡易 ⽔質検査   指定要件 変更     

「あなたの街の避難所マップ」において地図上にプロット

災害応急⽤協⼒井⼾
（健康福祉局） 個⼈宅（⼿押 井⼾等）

「あなたの街の避難所マップ」において地図上にプロット

協⼒       事業所数 減少              実施等   登録 意向調査 ⾏  指定事業場数 
増加をめざします。

【事業の説明】

建築物   周囲 駐⾞場 関  取 組 

取り組みの主体

第１期の取り組み概要 災害時 ⽣活⽤⽔確保    井⼾ 指定 関  事務 ⽔質検査 実施     
【「水の環復活」とのつながり】

＜地下⽔や下⽔再⽣⽔を活⽤したまちづくり＞
地震等の災害時の⽣活⽤⽔や防災⽤⽔の⽔源として地下⽔が活⽤できるように態勢を整備していきます。

＜市⺠ 事業者 ⾏政 協⼒ 合         実践  ⼈   ＞
井⼾ 所有  市⺠ 事業者 協⼒ 得      

◎災害応急⽤井⼾要領 災害応急⽤協⼒井⼾指定要綱 運⽤

 震災時 ⽔道施設 被害 ⽣  ⽔ 供給 困難 状況    場合  地域住⺠ 対  飲⽤ 除 ⽣活⽤⽔ 
提供 協⼒ 得       災害応急⽤井⼾要領（環境局） 災害応急⽤協⼒井⼾指定要綱（健康福祉局）
   協⼒       井⼾ 指定      平成８年  運⽤      

　（名前、住所は災害時に各区保健所にて公表）

災害応急⽤井⼾
（環境局） 事業者
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緑政⼟⽊局

 ◎平成14年度 平成24年度末 実績 緑化⾯積 8,261㎡
　　屋上緑化 　163件　8,099㎡　　　　助成額 　62,940,000円
　　壁⾯緑化      6件　  162㎡　　 　  助成額  　1,049,000円

 ◎平成20年度 平成24年度末 実績 緑化⾯積 4,567㎡
　　屋上緑化     86件  4,421㎡　　　　助成額  35,056,000円
　　壁⾯緑化      4件　  146㎡　　     助成額    　841,000円

⼯事費の１/２額
緑化⾯積１㎡あたり上限額　２万円
上限８０万円
⼯事費の１/２額
植栽延⻑１ｍ   上限額 １万円
⼯事費の１/２額
設置⾯積１㎡あたり上限額　２万円
上限８０万円

＜緑化により蒸発散を増やす＞
屋上 壁⾯ 緑化 対  助成 ⾏     緑化 促進  ⽔循環機能 回復    

 名古屋緑化基⾦   都市            現象 緩和 良好 ⾃然環境創出    市街化区域内 建
築物 屋上 壁⾯ 新  緑化  市⺠ 対  助成 ⾏      屋上 壁⾯ 緑化      建物 降  ⾬
⽔ ⼀時的 貯留     植物 蒸発散量 増加   ⾬⽔ 流出量 軽減      ⾬⽔流出抑制 効果 期
待できます。

屋上緑化

【「水の環復活」とのつながり】

＜⽔辺や緑が⾝近に感じられるまちづくり＞
建築物 壁⾯ 屋上 緑化 利⽤      ⾝近 緑      感      

【事業の説明】

壁⾯緑化

助成対象

【第１期（平成20年度から平成24年度まで）の成果・実績】

【第２期実行計画での事業予定等】

平成24年４⽉     協会 公益社財団法⼈ 移⾏     

助成⾦額
緑化⾯積10㎡以上かつ
屋上⾯積の2/10以上の

緑化

植栽
10ｍ以上（３本/ｍ以上）

誘引資材設置

合　　計

建築物   周囲 駐⾞場 関  取 組 

取り組みの主体

第１期の取り組み概要 屋上 壁⾯ 緑化 対  助成 ⾏     

◎名古屋緑化基⾦建築物緑化助成制度 運⽤
事業者（公益財団法⼈みどりの協会）
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住宅都市局 事業者

市街地環境 整備改善 良好 市街地住宅 供給等 ⾏    ⼟地利⽤ 共同化 ⾼度化等 寄与  優
良建築物等 整備   事業   

市街地再開発事業等において、敷地内の舗装を透⽔性舗装・保⽔性舗装とするよう啓発します。
 ○納屋橋東地区（市街地再開発事業 H29年度完成予定）
 ○栄⼀丁⽬６番地区（優良建築物等整備事業 H29年度完成予定）

 ⺠間再開発   ⺠間事業者 実施  市街地再開発事業 優良建築物等整備事業      補助⾦ 交付
        ⺠間事業者 実施   市街地再開発事業 優良建築物等整備事業     事業敷地内 駐⾞
場舗装 通路 舗装   場合  透⽔性舗装 保⽔性舗装 導⼊    啓発    

【「水の環復活」とのつながり】

＜⾬⽔ 貯留 浸透 増  ＞
透⽔性舗装 保⽔性舗装 導⼊    ⽔循環機能 回復    

【事業の説明】

市街地再開発事業等     敷地内 歩⾏者通路部分 舗装 透⽔性舗装 保⽔性舗装      

 ○東区葵⼀丁⽬19番地区（優良建築物等整備事業 H22年2⽉完成）
　　　　透⽔性舗装の整備：407㎡

 ○中区⼤井町１番南地区（市街地再開発事業 H25年１⽉完成）
　　　　透⽔性舗装の整備：94㎡・保⽔性舗装の整備：99㎡

【第１期（平成20年度から平成24年度まで）の成果・実績】

【第２期実行計画での事業予定等】

※優良建築物等整備事業

※市街地再開発事業
⽼朽⽊造建築物 密集    地区等     細分化   ⼟地 統合 不燃化   共同建物 建築 有効
          整備            都市    ⼟地 合理的  健全 ⾼度利⽤ 都市機能 更新
を図る事業です。

建築物   周囲 駐⾞場 関  取 組 

取り組みの主体

第１期の取り組み概要 市街地再開発事業等において、透⽔性舗装の導⼊を啓発しました。

◎⺠間再開発    透⽔性 保⽔性舗装 導⼊促進
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緑政⼟⽊局 事業者

 ◎平成21年７⽉１⽇  助成開始

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度
助成額（千円） 64,606 92,367 82,467 69,749
助成件数（件） 37 50 69 58
緑化⾯積（㎡） 13,408 14,108 15,291 12,032

緑化施設評価認定制度[NICE GREEN     
認定  ☆☆（良好 緑化） 以上      
灌⽔施設の設置、もしくは既にあること　　　等

屋上緑化、壁⾯緑化、空地(地上部)緑化、
駐⾞場緑化 係 植栽 植栽基盤 
かん⽔施設等の⼯事費⽤

    森 緑   税  財源  優良 ⺠有地緑化⼯事 
費⽤を助成

◎助成⾦額

◎助成条件

◎助成対象

◎助成対象の規模
緑化⾯積80㎡以上（平成21年度  100m2以上」）

⽀援対象⼯事費の2分の1以内（上限500万円）で、
施⼯単価・樹⽊単価に上限あり。

【第１期（平成20年度から平成24年度まで）の成果・実績】

【第２期実行計画での事業予定等】

愛知県  協議 継続  ⾏    市⺠ 事業者 皆   広 活⽤        制度 改善 図       
   ※ 平成30年度終了予定  （    森 緑   事業  終了 伴 ） 

【事業の説明】

建築物   周囲 駐⾞場 関  取 組 

取り組みの主体

第１期の取り組み概要 屋上 壁⾯ 緑化 対  助成 ⾏     
【「水の環復活」とのつながり】

＜緑化により蒸発散を増やす＞
⺠有地緑化⼯事 対  助成 ⾏     緑化 促進  ⽔循環機能 回復    

＜⽔辺や緑が⾝近に感じられるまちづくり＞
市街地の空間を有効に活⽤することで、⾝近に緑があるように感じられます。

◎   森 緑   事業   ⺠有地緑化助成制度

名古屋市 民有地緑化助成事業の運用フロー

「名古屋市民有地緑化助成事業」
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住宅都市局 事業者

建物規模※ ⽤途 届出区分 制度根拠 開始時期

2,000㎡を超えるもの 全て 義務 条例 平成16年
４⽉１⽇

2,000㎡以下のもの ⼾建住宅 
⻑屋 除 全 

2,000㎡以下のもの ⼾建住宅 ⻑屋

　届出件数（CASBEEランク別）　※任意届出含む
CASBEEランク 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

Ｓ 5 4 1 1 5

Ａ 37 24 26 35 41

Ｂ＋ 76 47 97 70 70

Ｂ－ 55 24 26 50 49

Ｃ 0 1 2 1 2

計 173 100 152 157 167

【第２期実行計画での事業予定等】

引 続  届 出 受理 公表 ⾏    予定   

平成24年12⽉   都市 低炭素化 促進 関  法律  施⾏ 伴  認定基準 ⼀部  建築物 総合的 
環境性能評価 基   標準的 建築物 ⽐  低炭素化 資  建築物   所管⾏政庁 認      判断
基準   CASBEE名古屋等    及        CO2 利⽤           

平成21年
10⽉１⽇

【第１期（平成20年度から平成24年度まで）の成果・実績】

要綱任意

建築物環境計画書届出制度：
 市⺠ 健康 安全 確保  環境 保全 関  条例(環境保全条例) 基   建築主 建築物 建築    
たって、建築物環境配慮指針に従い、地球温暖化その他の環境への負荷軽減のための措置を講ずるよう努めなければ
なりません。
 名古屋市   環境配慮 措置 記載  環境計画書 届出制度    専⽤ 開発     （CASBEE名古
屋）を⽤いて、総合的な環境性能に優れた建築物の新築等を推進します。
　床⾯積 2,000平⽅メートルを超える建築物の新築・増築をする建築主に対し、届出を義務付けており、2,000平⽅
メートル以下の建築物の建築主は、任意に届出をすることができます。また、届出の概要は名古屋市ホームページと窓
⼝で公表しております。

（CASBEEにより評価された結果BEE値により、C、B－、B＋、A、Sに格付け。Sが最⾼ランクとなる。）

評価システム

CASBEE名古屋

CASBEE名古屋

CASBEE   [⼾建]

【「水の環復活」とのつながり】

＜市⺠ 事業者 ⾏政 協⼒ 合         実践  ⼈   ＞

【事業の説明】

建築物   周囲 駐⾞場 関  取 組 

取り組みの主体

第１期の取り組み概要 CASBEEにより評価された建築物環境計画書の届出を公表しています。

循環型社会    措置 講    努      ⽔ 環復活  取 組         

◎CASBEE名古屋の運⽤
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緑政⼟⽊局 上下⽔道局

◎⾬⽔浸透阻害⾏為 許可件数
許可件数 累計許可件数

平成19年度  60件
平成20年度 31件 91件
平成21年度 16件 107件
平成22年度 16件 123件
平成23年度 36件 159件
平成24年度 26件 185件

  特定都市河川浸⽔被害対策法  指定    特定都市河川  流域内 ⾏    ⽥畑 原野 ⼭林  締 
固       ⼟地 ⾏ ⾬⽔浸透阻害⾏為（⼟地   流出⾬⽔量 増加   恐    ⾏為＝宅地化 舗
装化  ） 対   許可制   ⾬⽔貯留浸透施設（⾬⽔調整池 浸透性 舗装 排⽔管  ） 設置 義務
づけます。
 市内 特定都市河川流域 地図       合計⾯積 500㎡以上 ⾬⽔浸透阻害⾏為 対象       

【「水の環復活」とのつながり】

＜⾬⽔ 貯留 浸透 増  ＞
⾬⽔貯留浸透施設 設置    ⾬⽔ 浸透 促進       浸⽔被害 軽減       

【事業の説明】

○⼀級河川新川 流域
    （平成18年１⽉ 指定）
○⼆級河川境川 流域
    （平成24年４⽉ 指定）

【第１期（平成20年度から平成24年度まで）の成果・実績】

【第２期実行計画での事業予定等】

⾬⽔浸透阻害⾏為等 許可事務 引 続 ⾏  特定都市河川流域 保⽔⼒確保 努    

建築物   周囲 駐⾞場 関  取 組 

取り組みの主体

第１期の取り組み概要
特定都市河川流域内  ⾬⽔浸透阻害⾏為 規制  ⾬⽔貯留浸透施設 設置指導
 ⾏     

◎特定都市河川浸⽔被害対策法 基   新川流域   境川流域    ⾬⽔浸透貯留施設設置 指導

17



緑政⼟⽊局 住宅都市局

対象となる
敷地⾯積

1,000㎡以上

◎緑化地域制度 申請件数及 緑化状況 （平成20年10⽉31⽇  施⾏）
平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

746件 1,183件 1,270件 1,276件 1,361件
25.4ha 44.5ha 33.6ha 36.0ha 50.1ha

建築物   周囲 駐⾞場 関  取 組 

取り組みの主体

第１期の取り組み概要

◎緑化地域制度 運⽤

60％を超え80％以下

敷地⾯積の20％以上

敷地⾯積の15％以上

50％以下

50％を超え60％以下

【事業の説明】

根拠法令

建築物 新築等 際 緑化 義務付  制度  平成20年10⽉  実施      
【「水の環復活」とのつながり】

【第１期（平成20年度から平成24年度まで）の成果・実績】

＜緑化により蒸発散を増やす＞
⼀定規模以上の敷地での建物の新築等に対して、緑化を義務付けることで、緑化を促進します。

都市緑地法

＜⽔辺や緑が⾝近に感じられるまちづくり＞

※緑化地域制度 都市緑地法 基  制度    制度 適⽤除外   場合     
  名古屋市  条例 補完      

300㎡以上

500㎡以上

 ⼀定規模以上 敷地 有  建築物 新築 1.2倍 超  増築 ⾏  場合  定    ⾯積以上 緑化 
義務付  制度（緑化地域制度） 運⽤      

区域 建  率 最⾼限度 必要な緑化⾯積

市街化調整区域

市街地の空間を有効に活⽤することで、⾝近に緑があるように感じられます。

敷地⾯積の10％以上

敷地⾯積の20％以上

【第２期実行計画での事業予定等】

 引 続 制度 適切 運⽤  市⺠ 事業者 皆    協⼒    市街地 緑化 推進    
   緑化地域制度   確保   緑地 ⾯積（想定）：40ha/年 （     実績 基  想定）

緑化⾯積

80％を超えるもの

市街化
区域

申請件数

敷地⾯積の10％以上

緑      条例

○⾓地緩和等   建  率 80％超   場合
○建  率80％ 区域 防⽕地域内 耐⽕建築物
   （建  率 規制 適⽤    ）

条例 緑化義務 付  都市緑地法 規制 補完
 ※ 緑化率10％（対象となる敷地⾯積：500㎡以上）

○市街化調整区域（緑化地域を定められない） 条例 緑化義務 付  都市緑地法 規制 補完
 ※ 緑化率20％（対象となる敷地⾯積：1000㎡以上）
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環境局 事業者

⽬的

内容

産業部⾨ ⺠⽣業務部⾨ 運輸部⾨

400件 117件 248件 35件

406件 117件 253件 36件

387件 107件 248件 32件

389件 108件 249件 32件

442件 131件 279件 32件

※省           
 名古屋市省     指導員（省     専⾨ 知識 有  者） 計画書届出事業所 
訪問    効果的 取組 等    意⾒交換 助⾔   ⾏    

○温室効果   排出状況及 排出抑制⽬標等 記載  ３年間  地球温暖化対策計画書 
　を届出、計画に基づき環境に配慮した取組を実施しました。

［取 組  例（⽔ 使⽤ 関  取 組 ）］

 ⾬⽔ 貯留    ⾬⽔利⽤施設 設置等   ⾬⽔利⽤ 進    
 擬⾳装置 節⽔   設置⼜ 元栓 調整等   節⽔ 努  可能 限 ⽔ 再利⽤ ⾏    

○毎年度 温室効果  排出量 取組状況  記載   地球温暖化対策実施状況書     
 前年度 実施状況 報告 計画書及 実施状況書 内容  事業者⾃ 公表       
　市が公表しています。

【「水の環復活」とのつながり】

＜市⺠ 事業者 ⾏政 協⼒ 合         実践  ⼈   ＞
事業者    ⽔ 環復活 向  ⾏動 促進       

【事業の説明】

 温室効果   排出量 相当程度多 事業所（     店舗 ⼯場  ） 対象  地球温暖化
対策計画書 作成 届出 公表及 毎年度 実施状況 報告 公表 義務付       内容 市 
公表することにより、事業活動における地球温暖化防⽌への⾃主的な取り組みの促進を図ります。

建築物   周囲 駐⾞場 関  取 組 

取り組みの主体

第１期の取り組み概要 計画書届出事業所     ⾬⽔   設置等   ⽔ 有効利⽤ 啓発     

◎地球温暖化対策計画書制度 運⽤

【第１期（平成20年度から平成24年度まで）の成果・実績】

平成21年度

平成22年度

◎地球温暖化対策計画書届出件数及 省           訪問件数

 ⾬⽔貯留   設置等   ⽔ 有効利⽤ 啓発   事業活動    地球温暖化防⽌  ⾃主的 取 組 
の促進を図ります。

平成23年度

平成24年度

【第２期実行計画での事業予定等】

申請件数
内訳

平成20年度

35件

省           
訪問件数

53件

37件

53件

42件
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緑政⼟⽊局 住宅都市局

◎⾵致地区制度  許可  協議  通知 申請 合計件数
平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

420件 417件 482件 510件 520件

第１期の取り組み概要
⾵致地区  建築等 ⾏為 規制  ⾃然的景観 保全 緑 調和  住宅地 形成
をめざします。

建築物   周囲 駐⾞場 関  取 組 

取り組みの主体

◎⾵致地区制度 運⽤

許可 必要 ⾏為
　　１　建築物の建築、その他⼯作物の建築
  ２ 建築物   他⼯作物 ⾊彩変更
  ３ 宅地 造成 ⼟地 開墾  他 ⼟地 形質変更
  ４ ⽔⾯ 埋 ⽴ ⼜ ⼲拓
　　５　⽊⽵の伐採
　　６　⼟⽯の採取
  ７ 移動 容易   物件 設置⼜ 堆積

都市計画法 基  名古屋市⾵致地区建築等規制条例  ⾵致 維持 影響 及   ⾏為 規定  
⼀定 制限 付      該当  ⾏為 ⾏  場合 市⻑ 許可等 必要   
  ※⾵致地区 18  所 2,990.8 ha  （平成25年5⽉現在）

【「水の環復活」とのつながり】

＜緑化により蒸発散を増やす＞
⾵致地区 指定   樹⽊ 伐採 制限 現⾏ 緑地 保全      ⽔循環機能 回復    

＜⽔辺や緑が⾝近に感じられるまちづくり＞
市街地の空間を有効に活⽤することで、⾝近に緑があるように感じられます。

【事業の説明】

 引 続 制度 適切 運⽤  市⺠ 事業者 皆    理解  協⼒    緑地 保全 緑化 推進 図  良
好な⾵致の維持を⽬指します。

【第１期（平成20年度から平成24年度まで）の成果・実績】

申請件数

【第２期実行計画での事業予定等】
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住宅都市局

【事業の説明】

建築物   周囲 駐⾞場 関  取 組 

取り組みの主体

第１期の取り組み概要        志段味      ⾬⽔ 浸透 貯留施設 設置  駐⾞場緑化 ⾏     
【「水の環復活」とのつながり】

＜⾬⽔ 浸透 貯留 増  ＞
駐⾞場  透⽔性舗装 導⼊  ⾬⽔貯留槽 設置 ⾏     

＜緑化により蒸発散を増やす＞
敷地内（駐⾞場）  緑化        整備 進     

◎志段味地区循環型社会対応住宅    浸透 貯留 蒸発散策 実施

      志段味    整備等 第１期 終了     

【第１期（平成20年度から平成24年度まで）の成果・実績】

◎⾬⽔ 有効利⽤等    主 取 組 内容
   ⾬⽔貯留槽       整備 ： 貯留槽 蓄  ⾬⽔        利⽤
   ⾬⽔貯留   （2基） 設置 ： ⾬⽔ 貯留    蓄  共同菜園 植栽 利⽤
　　　透⽔性舗装の採⽤　：　整備⾯績　2,941.72㎡
   駐⾞場緑化 実施 ： 整備⾯積  304.83㎡

 志段味循環型社会対応住宅（      志段味）  資源消費 抑制 環境負荷 低減   取 組  ⾏ 
     地域 家庭    ⼈ ⼈       ⼤切   ⼦        成⻑   住環境 ⽬指  建設  
住宅        ⾃然      活⽤ 省   ⾬⽔ 有効利⽤    減量 共同菜園 ⼦育 ⽀援  様々
な⼯夫を取り⼊れています。
 平成21年度 第１⼯区74⼾ 建設  公⽤開始      

【第２期実行計画での事業予定等】

菜園と中庭

⾬⽔貯留   

ビオトープ

駐⾞場緑化
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教育委員会

設置基数

２基

２基

１基

２基

学校 新設 改築 実施  際  ⾬⽔利⽤ 屋上緑化   環境 配慮  施設 整備        
   名古屋市⾬⽔流出抑制実施細⽬ 基   毎年2基以上 ⾬⽔   設置 努    

【第１期（平成20年度から平成24年度まで）の成果・実績】

⾬⽔流出抑制槽：約541ｔ
駐⾞場表⾯貯留：約110ｔ

⾬⽔貯留槽
約110ｔ

⾬⽔貯留槽
約275ｔ

◎⾬⽔貯留槽 屋上緑化等 ⾬⽔流出抑制施策 実施状況

屋上緑化：498ｍ２

壁⾯緑化：50ｍ２

屋上緑化：50ｍ２

屋上緑化：600ｍ２

壁⾯緑化：75ｍ２
⾬⽔流出抑制槽：約350ｔ
駐⾞場表⾯貯留：約88ｔ

⾬⽔流出抑制槽：約316ｔ
駐⾞場表⾯貯留：約32.8ｔ

⾬⽔流出抑制

【事業の説明】

【「水の環復活」とのつながり】

＜⾬⽔ 浸透 貯留 増  ＞
⾬⽔貯留施設 ⾬⽔流出抑制槽 設置 進     

＜緑化により蒸発散を増やす＞
学校 敷地 利⽤   可能 場所 屋上緑化 進     

建築物   周囲 駐⾞場 関  取 組 

取り組みの主体

第１期の取り組み概要 市内 ⼩中学校  ⾬⽔貯留槽 設置 屋上緑化 ⾬⽔   等 設置等 ⾏     

◎学校    ⾬⽔利⽤ 校内緑化

【第２期実行計画での事業予定等】

吉根中学校（新設 平成27年４⽉開校予定） 実施予定   

⾬⽔貯留槽
約200ｔ 屋上緑化：136ｍ２ ⾬⽔流出抑制槽：約270ｔ

駐⾞場表⾯貯留：約164ｔ

下志段味⼩学校
（新設）

平成24年４⽉開校

◎⾬⽔    設置状況（平成23年 24年 実施）

300リットル

110リットル

守⼭東中学校

⽮⽥中学校

学校名 ⾬⽔    貯留量

168リットル

200リットル

森孝中学校

⿃⽻⾒⼩学校

神丘中学校（改築）
平成23年９⽉

供⽤開始

⾬⽔    洗浄⽔  利⽤ 屋上緑化等

植⽥東⼩学校
（新設）

平成21年４⽉開校

笹島⼩・中学校
（新設・改築）

平成22年４⽉開校

⾬⽔貯留槽
約200ｔ
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市⺠

【事業の説明】

建築物   周囲 駐⾞場 関  取 組 

取り組みの主体

第１期の取り組み概要 ⾬⽔浸透   ⾬⽔貯留    設置         意識調査 ⾏     
【「水の環復活」とのつながり】

＜⾬⽔ 浸透 貯留 増  ＞
住宅  ⾬⽔浸透   ⾬⽔    設置    浸透 貯留 増          

＜市⺠ 事業者 ⾏政 協⼒ 合         実践  ⼈   ＞
⽔循環 回復 寄与  取 組          進  実践    

◎⾬⽔浸透ます・⾬⽔タンクの設置

 名古屋市   豪⾬時 洪⽔ 防⽌     ⽬的    公園 公共施設  ⾬⽔ 貯留施設 設置  ⾬⽔
を地下へしみこませる施設（透⽔性舗装、⾬⽔浸透マスなど）の設置を進めています。

 家庭  ､⾬   利⽤  ⾬⽔貯留    設置      ⾬⽔ 植物 ⽔     利⽤    ⾬⽔ 地⾯ 
                        駐⾞場 舗装 透⽔性舗装     ⾬⽔     浸透       
  ⾬⽔ 地⾯      （地下浸透） ⾏        ｡

【第１期（平成20年度から平成24年度まで）の成果・実績】

平成24年度  市政          市⺠ 皆   ⾬⽔浸透 関  意識 調査     
⾬⽔浸透施設 貯留施設 設置         考     調査          設置       今    設
置    思      ⾃宅 新築 改修   際 設置   良  思   回答  ⼈ 合計 40.6％    

【第２期実行計画での事業予定等】

2020年    市政      状況 把握 ⾏ 予定   

Ｑ：あなたのご自宅などに雨水浸透施設（透水性舗装や浸透ますなど）や雨水貯留施設を

設置することについてどのように思いますか。
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上下⽔道局

年度

管理棟 壁⾯

ブロア棟 壁⾯

滞⽔池 壁⾯

管理棟 壁⾯

平成22年 ⽔処理施設 屋上

本館 壁⾯

事務所 屋上

⾞庫 屋上

構内 擁壁⾯

　上下⽔道施設の新増築・改築にあわせ壁⾯緑化や屋上緑化などに努め、緑化整備を推進します。

【第１期（平成20年度から平成24年度まで）の成果・実績】

【事業の説明】

建築物   周囲 駐⾞場 関  取 組 

取り組みの主体

第１期の取り組み概要 上下⽔道施設で、壁⾯緑化・屋上緑化を推進しました。
【「水の環復活」とのつながり】

＜緑化により蒸発散を増やす＞
公共 施設    屋上 壁⾯ 緑化 推進  ⽔循環機能 回復    

＜⽔辺や緑が⾝近に感じられるまちづくり＞
市街地の空間を有効に活⽤することで、⾝近に緑があるように感じられます。

◎⽔処理           上下⽔道施設 上部空間等 利⽤  緑化等

99
206
54

平成21年

平成23年
千種営業所

名城⽔処理    189

助光⾬⽔滞⽔池

⼭崎⽔処理    

柴⽥⽔処理    

232
17,735

緑化⾯積（㎡）

1,600
587
158
187

施設名称 緑化の種類等

⼤江調整池

植⽥⽔処理    平成20年

構内

伝⾺⽔処理    

名城⽔処理    柴⽥⽔処理    
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住宅都市局

■内容

北⻄地区

南⻄地区

東地区

 徳重地区  市 南東部 位置  現在⼟地区画整理事業   計画的 開発整備 進        緩  
 丘陵地 形成   緑豊  環境        名古屋市⾼速度鉄道第６号線 徳重駅   交通関連施設 
区役所⽀所などの公共公益施設、⼤規模商業施設といった駅周辺にふさわしい施設が計画されています。
      新市街域 地下鉄駅周辺      魅⼒ 賑   創出       緑豊  居住環境 調和  良
好 市街地環境 形成 ⽬指    ⽤途地域等 ⾒直      以下 ⽅針 沿  地区計画 定     

■建築物等の整備⽅針
１ 敷地内 空地 確保     建  率 最⾼限度及 壁⾯ 位置 制限 定    
２ 敷地 細分化 防    敷地⾯積 最低限度 定    
３ 駅周辺 ⾼度利⽤ 居住環境 調和  都市環境 実現     ⾼  最⾼限度 定    

建築物   周囲 駐⾞場 関  取 組 

取り組みの主体

【「水の環復活」とのつながり】

＜緑化により蒸発散を増やす＞

◎徳重地区    地区計画   緑豊  中層中密住宅 誘導

＜⽔辺や緑が⾝近に感じられるまちづくり＞
地区計画において整備⽅針を⽰すことで、緑豊かなまちづくりを進めます。

【事業の説明】

第１期の取り組み概要 徳重地区    中層中密住宅 誘導 地区計画 決定     

地区   ⼟地利⽤ ⽅針 定       緑化率 最低限度 定     

徳重地区における地区計画の決定
  （平成20年10⽉31⽇ 徳重駅周辺地区計画等告⽰）
徳重駅周辺地区計画  累計届出件数（平成20年度 平成25年度） ：26件

【第１期（平成20年度から平成24年度まで）の成果・実績】

主 中低層住宅 中⼼   緑豊  居
住環境 形成 ⽬指  ⼟地利⽤ 図 
ます。

10分の2.5
    都市計画道路3･4･171名古屋春⽊線  20ｍ 区域 
ついてはこの限りではありません。

４ 緑豊  都市環境 実現     緑化率 最低限度 定    

⼟地利⽤ ⽅針

後背 住環境 配慮  地域 利便性 
向上に資する商業施設の誘導を図ります。

10分の２
    都市計画道路3･2･163名古屋岡崎線及 3･4･171名
古屋春⽊線から30ｍの区域についてはこの限りではありません。

緑化率 最低限度

後背の住環境に配慮した公共公益施設を
中⼼とした新たな地域拠点にふさわしい⼟
地利⽤ 図    

10分の２
    都市計画道路3･2･163名古屋岡崎線  30ｍ 区域 
ついてはこの限りではありません。
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住宅都市局 事業者

【事業の説明】

建築物   周囲 駐⾞場 関  取 組 

取り組みの主体

第１期の取り組み概要 JICA中部国際センター及び愛知⼤学名古屋キャンパスにおいて屋上緑化・壁⾯緑化を実施しました。

【「水の環復活」とのつながり】

＜緑化により蒸発散を増やす＞
公共 施設    屋上 壁⾯ 緑化 推進  ⽔循環機能 回復    

＜⽔辺や緑が⾝近に感じられるまちづくり＞
市街地の空間を有効に活⽤することで、⾝近に緑があるように感じられます。

◎ささしまライブ24地区内における屋上緑化・壁⾯緑化の促進

        24地区内 ⽴地  施設    屋上緑化 壁⾯緑化 実施     
　都市計画ささしまライブ24地区計画（下記計画図の区域）において、「敷地⾯積のおおむね10分の２を緑化⽬標
として、区域内の緑化に努める」旨、区域の整備・開発及び保全に関する⽅針に定めています。

【第１期（平成20年度から平成24年度まで）の成果・実績】

平成25年          ＥＲ      着⼯  （実施主体 ⼤和   ⼯業）（平成27年3⽉竣⼯予定）
　　屋上緑化（250㎡）、壁⾯緑化（800㎡）を実施予定

今後、(仮称)ベストブライダルささしま、中京テレビ放送新社屋、愛知⼤学２期⼯事、グローバルゲートにおいて、
屋上緑化、壁⾯緑化を実施予定（実施主体は各事業者）

JICA中部国際        屋上緑化 実施（実施主体 JICA中部国際     平成21年6⽉ 開所）
　屋上緑化⾯積：650㎡

愛知⼤学名古屋         屋上緑化 壁⾯緑化 実施（実施主体 愛知⼤学  平成24年4⽉開校）
　屋上緑化⾯積：1,771㎡　　壁⾯緑化⾯積：250㎡

【第２期実行計画での事業予定等】
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緑政⼟⽊局

【事業の説明】

建築物   周囲 駐⾞場 関  取 組 

取り組みの主体

第１期の取り組み概要  緑      条例  制定  公共施設等 緑化率規制 上乗      
【「水の環復活」とのつながり】

＜緑化により蒸発散を増やす＞
建築物 新築 増築 ⾏ 場合  定    ⾯積以上 緑化 義務付  制度（緑化地域制度）    
緑被地の確保を図ります。

＜⽔辺や緑が⾝近に感じられるまちづくり＞
市街地の空間を有効に活⽤することで、⾝近に緑があるように感じられます。

◎緑化地域制度    公共施設 緑化上乗 

市 建築物 新築  場合等      緑      条例  基   緑化地域制度 定  緑化率 最低限度 
5ポイントを上乗せします。

条例 趣旨 活   引 続 公共施設    積極的 緑化 ⾏     市街地 緑化 推進 ⺠間施設  波
及を図ります。

【第１期（平成20年度から平成24年度まで）の成果・実績】

【第２期実行計画での事業予定等】

平成20年10⽉31⽇  実施

  平成20年度実績 申請件数 24件
  平成21年度実績 申請件数 20件
  平成22年度実績 申請件数 18件
  平成23年度実績 申請件数 11件
  平成24年度実績 申請件数 19件
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環境局

概要

対象

メリット

内容

第１期の取り組み概要 認定件数 24年度 1,400件 突破  19年度   表彰制度 創設      

建築物   周囲 駐⾞場 関  取 組 

取り組みの主体

◎  事業所認定制度 運⽤

【第２期実行計画での事業予定等】

新規認定事業所    ①節⽔実施 ②⽔ 有効利⽤実施 ③⽔循環 確保実施 記載  事業場数
   平成22年度  ① 32事業場  ②  8事業場  ③ 0事業場
   平成23年度  ① 20事業場  ② 5事業場  ③ 0事業場
   平成24年度  ① 31事業場  ② 10事業場  ③ 3事業場

平成24年度      優  取組 実施    事業所  優良  事業所    認定  制度 新  開始  
   春 秋 年２回募集  認定審査会 審査 経 認定      
  認定件数：93件（平成24年度認定分）

引 続    事業所 優良  事業所 認定及 表彰制度 ⾏       
平成32年度      事業所認定件数2,800件 ⽬指    

【「水の環復活」とのつながり】

＜市⺠ 事業者 ⾏政 協⼒ 合         実践  ⼈   ＞
事業者    ⽔ 環復活 向  ⾏動 促進       

【事業の説明】

環境に配慮した取り組みを⾃主的かつ積極的に実施している事業所を、名古屋市が「エコ事業所」、さら
 優  取組 ⾏    事業所  優良  事業所    認定  ⾃主的 取組 ⽀援       

所在地が名古屋市内にあるオフィス、店舗、⼯場、本店、⽀店、営業所、テナントなど、どんな事業所でも
取り組めます。

認定証 認定     差 上          名刺 印刷物 使⽤     可能   

エコ事業所認定申請をする際に規定の様式の提出が要件ですが、この様式で事前に12項⽬の環境に配
慮した取組を掲げています。
 （⽔ 使⽤ 関  取組） ７. ⽔資源 有効利⽤  項⽬  
    (１)節⽔ 取組 (２)⽔ 有効利⽤ (３）⽔循環 確保
        細⽬      中 節⽔   導⼊ ⾬⽔利⽤ 評価点        
　　　　　透⽔性舗装、浸透マス、浸透性側溝等、⾬⽔浸透施設を設置している場合も
　　　　　評価の対象となります。

【第１期（平成20年度から平成24年度まで）の成果・実績】

○認定件数

○新規認定事業所における記載件数

○その他

平成24年度 制度開始  通算 1,431件 認定 
   事業所 中   特 優秀 他 模範   取 組  実施    事業所 表彰  制度 創設  平成19
年度  23年度       10件 ９件 ６件 ６件 ２件 事業所 表彰  毎年 事例発表会 開催   
受賞事業所 取組事例 発表 実施 
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市⺠

建築物   周囲 駐⾞場 関  取 組 

取り組みの主体

第１期の取り組み概要 ⾬⽔ 活⽤       市⺠ 意識      調査   把握     

◎節⽔を⼼がけて⽣活する、⾬⽔を活⽤する

【第１期（平成20年度から平成24年度まで）の成果・実績】

 市政          市⺠ 皆   ⾬⽔活⽤ 対  意識    調査     
⽔ 環復活 役⽴ 取 組     節⽔ ⼼   ⽣活     回答  市⺠ 69.3％    
   ⽔ 環復活    ⾬⽔ 活⽤     回答  市⺠ 19.3％    

  ⽔ 環復活       ⾏政   取 組        市⺠       協⼒ 必要   ⾝近 環境 守 
    地域 学校   学 機会 設           ⽣活 中                  ⽔ 環復活 
     理解 深       ⼤切   
              １     節⽔ ⼼   ⽣活          ⾵呂 残 湯 洗濯 利⽤    ⽔ 
無駄使       ⽇    節⽔ 意識         ⽔ 環復活  役⽴      
　また、⾬⽔タンクの設置のように、費⽤負担の⼤きい取り組みのほかにも、バケツ等に⾬⽔を貯めて植物の⽔遣りや散
⽔ 利⽤        範囲 取 組       ⼤切   

【「水の環復活」とのつながり】

＜市⺠ 事業者 ⾏政 協⼒ 合         実践  ⼈   ＞
⾵呂 残 湯 洗濯 利⽤    ⽔ 無駄使       ⽇    節⽔ 意識      下⽔処理 負荷 軽
減           ⾬⽔ 貯  植物 ⽔   散⽔ 利⽤     ⽣活 中 ⾬⽔ 活⽤ 進    

【事業の説明】

Ｑ：水の環復活に向けて、あなたが取り組んでいる、または、取り組んだことがあることは何ですか。
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上下⽔道局

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度
1,298 1,328 1,368 1,338

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度
82.9 81.6 81.8 81.1

①⽔道管 漏⽔修理

②古くなった⽔道管の取替え

【第１期（平成20年度から平成24年度まで）の成果・実績】

【第２期実行計画での事業予定等】

①⽔道管 漏⽔    速   修理 ⾏    
②平成27年度  実施予定 決      平成27年度 古    ⽔道管 取替  77.7km予定      

漏⽔修理件数（件）

延⻑（ｋｍ）

【「水の環復活」とのつながり】

＜市⺠ 事業者 ⾏政 協⼒ 合         実践  ⼈   ＞
漏⽔ 防⽌  ⼤切 ⽔資源 守    

【事業の説明】

　○概要
 ①⽔道管 漏⽔    速   修理 ⾏    
 ②古    ⽔道管 漏⽔       順次新  管 取 替    

第１期の取り組み概要 古    ⽔道管 ⼊替 修理   ⾏      

道路 関  取 組 

取り組みの主体

◎漏⽔ 低減

漏⽔修理⼯事 ⽔道管の取り替え⼯事
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各局 市⺠ 事業者

道路 関  取 組 

取り組みの主体

◎町 美    運動 ⽔ 環復活及 環境保全 啓発 進  中  防災 観点  側溝 枡蓋 清掃 啓発  

【第１期（平成20年度から平成24年度まで）の成果・実績】

【事業の説明】

 ⾬⽔貯留浸透施設 機能 維持      適切 維持管理  必要         側溝 枡蓋   清掃 
適切 ⾏    浸⽔対策  寄与    
 本市       清掃 市⺠ 皆      協⼒         市 主催      等 機会     PR 
⾏      

＜⾬⽔ 貯留 浸透 増  ＞
⾬⽔ 河川等 直接流出  量 抑制     要綱 作成  ⾬⽔貯留施設   ⾬⽔浸透施設 設置   
   ⽔循環機能 回復    

＜⽔ 環復活 役⽴ 取 組  学 場   ＞
     通   ⾬⽔   適切 管理 重要性      ＰＲ    

第１期の取り組み概要
各種     中⼼  市⺠      対  ⾬⽔貯留浸透施設 維持管理    
ＰＲを継続しました。

各種    等 機会     市⺠ 事業者      対 ＰＲ 実施       

【第２期実行計画での事業予定等】

     管理基礎    

市政出前トーク 建築総合展NAGOYA
建築業界等への説明（建築⼠会、排⽔設備指定⼯事店）

環境デーなごや      管理 地域別初級  講座

各区⾏事（    ！知  役⽴ ⽔道 下⽔道 防災）
各区⽔防訓練

⾃宅 勤務先付近 道路 側溝 ⾬⽔   掃除       ⽔循環 回復        

【「水の環復活」とのつながり】

＜市⺠ 事業者 ⾏政 協⼒ 合         実践  ⼈   ＞

ウェルフェア
下記 表 ⽰     各種     中⼼  市⺠      対 PR 継続     

ポンプ所公開
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緑政⼟⽊局

平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

21,456 23,750 35,594 19,460 20,280

18,267 3,752 2,242 3,589 5,149

23 192 29

【事業の説明】

 歩道 舗装  際   降  ⾬ 地下 浸透      透⽔性舗装 採⽤      
 道路 ⾬⽔   設置  際   降  ⾬ 地下 浸透      浸透性    設置    
　（ただし、⾬⽔浸透に適さない箇所は除きます。）

【第１期（平成20年度から平成24年度まで）の成果・実績】

【第２期実行計画での事業予定等】

引き続き透⽔性舗装の整備、浸透ますの設置に取り組んでいきます。

道路 関  取 組 

取り組みの主体

第１期の取り組み概要 歩道等     透⽔性舗装 浸透   設置 ⾏     

◎⾬⽔   更新時 浸透   取 替  
◎市内 歩道 更新時 透⽔性舗装 積極的 採⽤  

【「水の環復活」とのつながり】

＜⾬⽔ 貯留 浸透 増  ＞
⾬⽔   歩道 更新時  浸透   透⽔性舗装       ⽔循環機能 回復    

⾬⽔浸透ます（個）

◎歩道での透⽔性舗装、⾬⽔浸透ますの整備状況

透⽔性アスファルト舗装（㎡）

透⽔性ブロック舗装（㎡）
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緑政⼟⽊局

平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度
29ヶ所 52ヶ所 43ヶ所 23ヶ所 38ヶ所浸透ます設置数

【第２期実行計画での事業予定等】

整備箇所に応じ、浸透⾬⽔ますの設置を検討していきます。

【第１期（平成20年度から平成24年度まで）の成果・実績】

公園に関する取り組み

取り組みの主体

第１期の取り組み概要 公園の整備に際して、浸透⾬⽔ますの設置を進めました。
【「水の環復活」とのつながり】

＜⾬⽔ 貯留 浸透 増  ＞
浸透⾬⽔   設置    ⽔循環機能 回復    

【事業の説明】

公園整備      降  ⾬ 地下 浸透      浸透⾬⽔   設置 進    
ただし、設置に適さない地域は除きます。

◎浸透性の⾬⽔ますを採⽤する

園路内 設置   浸透  浸透ますの内部
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緑政⼟⽊局

平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

1,149㎡ 2,868㎡ 1,464㎡ 2,760㎡ 448㎡

3,769㎡ 15,830㎡ 3,171㎡ 3,406㎡ 2,418㎡

1,296㎡

透⽔性ブロック舗装

【第２期実行計画での事業予定等】

公園整備において、透⽔性舗装を推進していきます。

透⽔性アスファルト舗装

⽊チップ舗装

【第１期（平成20年度から平成24年度まで）の成果・実績】

公園に関する取り組み

取り組みの主体

第１期の取り組み概要 公園内の舗装⾯について、透⽔性舗装の整備を進めました。
【「水の環復活」とのつながり】

＜⾬⽔ 貯留 浸透 増  ＞
透⽔性舗装 積極的 導⼊    ⽔循環機能 回復    

【事業の説明】

◎透⽔性舗装の採⽤など、浸透・蒸発散の増⼤に配慮する

公園整備      降  ⾬ 地下 浸透      舗装 浸透性    進    

公園内の透⽔性舗装 透⽔性舗装の表⾯
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緑政⼟⽊局

平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度
3.26ha 0.86ha 3.70ha 0.80ha 0.60ha

公園整備において、植樹帯の整備を推進していきます。

植樹帯整備⾯積

【第２期実行計画での事業予定等】

【第１期（平成20年度から平成24年度まで）の成果・実績】

＜⽔辺や緑が⾝近に感じられるまちづくり＞

公園に関する取り組み

取り組みの主体

第１期の取り組み概要 公園の植栽整備を進めました。
【「水の環復活」とのつながり】

＜緑化により蒸発散を増やす＞

⼈々が集う公園で、⾝近に緑があるように感じられます。

【事業の説明】

 公園整備     降  ⾬ 早期 地⾯ 浸透   貯留 蒸発散 促進     植栽整備 進    

◎公園 緑被率 向上

公園 植栽整備       ⾬⽔ 浸透 貯留 蒸発散 促進   ⽔循環機能 回復    
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緑政⼟⽊局

災害時 ⽣活⽤⽔等   地下⽔ 活⽤      井⼾ 整備     

⽔辺 ⾝近 感          ⽬指  整備        管理    

【第１期（平成20年度から平成24年度まで）の成果・実績】

【第２期実行計画での事業予定等】

川名公園        池(     ） 管理  地域 協⼒   ⾏     

⽶野公園     ⼿押     備  井⼾ ⽔源        池 整備     
（平成25年９⽉ 完成）

 住宅密集地 位置  川名公園（昭和区） ⽶野公園（中村区）     平常時          潤   
   緑                地震等災害時   住⺠ ⽅々 避難場所 救護活動 拠点   防災施
設を備えた公園の整備を進めています。
　その整備の中で、平常時には、⽔辺の植物やトンボなどが⽣息できる親⽔空間として、また、災害時には、⽣活⽤⽔、
防⽕⽤⽔ 補助   施設    井⼾ ⽔源        池 整備 ⾏      

公園に関する取り組み

取り組みの主体

第１期の取り組み概要 川名公園 ⽶野公園 ⼿押 井⼾ 設置等 実施     
【「水の環復活」とのつながり】

＜地下⽔や下⽔再⽣⽔を活⽤したまちづくり＞

＜⽔辺や緑が⾝近に感じられるまちづくり＞
井⼾ ⽔源         整備      ⽔辺 ⾝近 感          ⽬指    

【事業の説明】

◎公園     場所 応        ⼿押     備  井⼾ 設置  

井⼾ ⽔源        池⼿押     備  井⼾
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